


３月定例会 ・町長所信表明

　
三
月
六
日
の
深
夜
、
山
梨
県
束
部
を
震
源
と
し
た
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
の
発
生
直
後
に
役
場
へ
駆
け
つ
け
、
被
害
状
況
調
査
、
応
急
的
復
旧
、
飲

料
水
の
配
給
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
施
設
等
の
補
修
復
日
こ
む
け
て

県
と
協
議
を
行
い
、
予
算
措
置
な
ど
早
急
な
対
応
を
し
ま
す
。

　
私
が
目
指
す
活
・
活
西
桂
に
つ
い
て
は
、
「
活
・
活
西
桂
建
設
の
た
め
の
重

点
施
策
」
と
し
て
平
成
八
年
度
の
予
算
配
置
事
業
一
覧
表
と
い
た
し
ま
し
た
。

住
民
の
皆
様
方
に
は
、
日
ら
が
主
体
と
な
っ
て
そ
の
成
果
を
亨
受
で
き
る
よ
う

ご
理
解
と
ご
協
カ
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
。

罧一・”

建設文教委員会による地震被害状況現場視察

い
、
初
動
態
勢
の
徹
底
や
自
主

防
災
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図

る
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
豊

か
な
心
を
養
う
た
め
に
も
生
活

環
境
の
整
備
は
必
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　
活
・
活
西
桂
建
設
の
た
め
の

重
点
施
策
は
長
期
総
合
計
画
が

完
了
す
る
平
成
十
二
年
度
を
最

終
年
度
と
し
、
住
民
二
ー
ズ
の

変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
定
期

的
な
見
直
し
の
中
で
、
活
・
活

西
桂
建
設
を
行
う
も
の
で
あ
り

ま
す
。
次
に
活
・
活
西
桂
重
点

施
策
の
う
ち
い
く
つ
か
の
も
の

を
示
し
ま
す
。

道
路
体
系
の
整
備

下
水
道
事
業

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
を
起

点
、
西
桂
町
小
沼
を
終
点
と
し

た
冨
士
吉
田
西
桂
線
が
県
道
認

定
議
案
件
と
し
て
、
平
成
八
年

二
月
の
定
例
県
議
会
に
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
審
議
中
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
県

道
と
し
て
の
方
向
で
作
業
が
進

む
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
二
月
県
議
会
で
認
定
さ
れ
た
一

三
．
ツ
峠
周
辺
整
備

　
そ
の
目
的
を
生
活
環
境
整
備

と
観
光
資
源
の
開
発
と
の
両
方

に
置
き
、
推
進
に
あ
た
っ
て
の

事
業
計
画
を
取
り
ま
と
め
、
全

体
像
を
分
り
や
す
く
お
示
し
し

　
一
一
一
市
二
町
が
関
係
す
る
桂
川

流
域
下
水
道
事
業
は
、
既
に
大

月
市
・
都
留
市
で
事
業
が
着
工

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
で
行
う

公
共
下
水
道
整
■
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
八
年
度
よ
り
柿
園
地

区
・
第
四
処
理
分
区
の
一
部
の

工
事
に
入
り
ま
す
。
住
民
各
位

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

防
災
対
策
の
見
直
し

　
地
域
防
災
計
画
の
策
定
を
通

じ
て
防
災
対
策
の
見
直
し
を
行

　
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
り

内
部
検
討
を
さ
せ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

関
し
て
は
、
運
営
を
西
桂
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
事
業
で
あ
り
、
事

業
開
始
後
は
、
利
用
者
等
の
御

意
見
を
い
た
だ
き
、
改
善
す
べ

き
も
の
は
改
善
を
加
え
、
よ
り

良
い
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
を
本
部
長
と
し
た
行
政
改

革
推
進
本
部
を
平
成
八
年
一
月

十
六
日
に
設
置
、
行
政
改
革
大

綱
原
案
を
策
定
し
、
現
在
は
、

平
成
八
年
二
月
二
十
六
日
に
委

嘱
申
し
上
げ
た
行
政
改
革
推
進

委
員
十
名
の
皆
様
に
行
革
大
綱

の
審
議
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
八

年
度
よ
り
本
格
的
に
行
政
改
革

を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
行
政
改
革
は
、

活
活
西
桂
を
建
設
す
る
た
め
の

基
礎
的
整
備
事
項
で
あ
り
、
行

政
改
革
推
進
委
員
と
の
連
携
の

も
と
に
着
実
に
成
果
を
求
め
て

ま
い
り
ま
す
。



３　重点施策予算配当事業

１、 基礎整備
◇道路体系の整備
中学校前線拡幅改良事業費　　１２２ ，５７０

◇下水道の整備
・西桂公共下水道整備事業費　　　７６ ，９８４

◇生活の基礎整備
・粗大ゴミー時集積場用地造成事業　３ ，３ユＯ

ゴミ処理関係補助事業　　　　　　　８９５

２・ 産業揮興
　◇商業拠点の整備
　・ 簡工業活性化促進事業　　　　　　５

　◇付加価値商晶の＝開発援助
　・ 織物業活性化及び製品閉発補助事業４

３、 環境整備
◇防災対策の充実
・消防本部西桂分遣所用地整備事業　５

防災体制整備事業　　　　　　　３
・準用河’川改修事業　　　　　　　２ｇ

◇目主防災組織の育成
・住民防災意識高揚事業

◇防犯対策の充実
防犯灯 ・街路灯整備事業　　　　　４

◇交通安全対策の充実
・違法駐車等防止事業

振興

振興

・地方道整備計画作成

総務 ・住民　　　　・ゴミ収集事業

住民

７００　振興’

４００　振興

０００　総務

３００　総務

８７０　振興

ユ４０　総務

５００　総務

４１９　総務

４、 福祉充実
◇レクリェーション施設の充実
・三ツ峠周辺整備事業　　　　　　４７ ，７１５

◇家庭菜園の促進
・特定農地貸付事業　　　　　　　　　　３０８

◇水道安定供給
・水源地整備事業　　．　　　　　　１ ，５５９

◇生涯保健対策の確立
デイサービスセンター運営事業　３２ ，３００

５、 人材育成
◇町民主役の体制整備
町民総意のまちづくり

◇社会参加人材育成
・ボランティア活動環境整備事業

◇環境浄化意識の高揚
・桂川クリーンキャンペーン事業

１

企画 ・振興

振輿

１， ２００　企画

１Ｏ ，７４７　住民

・消防防災施設整備事業　２１
，

・公共施設耐震耐力度診断　４
，

・小屋の入防災対策事業　　３
，

Ｏ　Ｏ　Ｏ　総務

５００　教育

００２　振興

白主防災組織整備事業　　１ ，９００　総務

その他交通安全対策事業　１ ，６３０　総務

住民　　　　　　　・配水管整備事業

住民 ・社協　　　　・各種保健事業１

ユ２８　企画

８８８　住民

　１５　住民

６、 教育文化振興
◇文化交流の促進
・芸術．求化交流　　　　　　　　　２， ７００

・生涯スポーツの普及．　　　　　２ ，２４０

◇青少年非行防止対策
・児童館開放　　　　　　　　　　２ ，４８２

◇個性ある教育の展開
・ピバ小学生国際理解活動推進校事業　　２００

・乳幼児と母親の交流事業　　　　　　　　３０

２３ ，７５０　住民

２７ ，９０２　住民＝

・地区公民館建設整備事業２７
，

・社会貢献活動支援事業

企画住民教育　　　・生涯学習事業

教育

教育

０３８　総務

５０　住民

２， ４９０　教育

・カウンセリング事業　　　１ ，１７２　教育

教育　　　　　　　・英語助手の活用

住民

２， ７６０　教育
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総務． 常任委員会
建設文教常任委員会

コ口

国
の
法
律
の
災
害
対
策
基
本
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
災
害
時

に
現
地
災
害
本
部
を
置
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

堅
急
時
、
現
地
災
冒
対
策

　
　
本
部
艮
の
独
目
判
断
は

問
　
災
害
は
何
時
お
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
緊
急
の
場
合
、
本

部
へ
の
協
議
時
間
も
な
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
の
現
地
災
害
対
策
本
部
長

の
独
自
の
判
断
は
。

答
　
町
災
害
対
策
対
策
本
部
は
、

災
害
時
に
お
い
て
も
防
災
無
線

が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
基

本
的
に
は
現
地
に
指
示
を
出
し
、

現
場
の
対
応
を
進
め
た
い
。
し

か
し
現
場
の
早
急
な
対
応
は
、

現
地
の
判
断
が
大
切
で
あ
り
事

後
報
告
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

災
害
時
の
対
応
に
関
す
る
運
用

規
定
を
整
備
す
る
。

間
　
町
で
主
催
す
る
防
災
訓
練

の
際
、
区
長
が
地
元
地
区
の
責

任
者
と
し
て
地
区
の
防
災
訓
練

を
進
め
て
来
た
。
緊
急
時
に
お

い
て
も
地
元
で
は
区
長
を
中
心

に
対
応
を
行
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
現
地
災
害
対
応
本
部
と
、

二
つ
の
組
織
が
で
き
混
乱
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
は
。

答
区
長
さ
ん
方
が
組
織
し
て

い
る
の
は
自
主
防
災
組
織
で
あ

る
。
今
後
町
防
災
会
議
等
に
お

は
か
り
し
て
、
緊
急
時
一
一
つ
の

組
織
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う

検
討
し
た
い
。

西
桂
皿
母
子
家
庭
医
療
口
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

母
手
家
庭
の
母
及
び
児
童
に

対
す
る
医
療
費
の
一
部
助
成
が
、

こ
れ
ま
で
の
入
院
と
歯
科
か
ら
、

通
院
に
つ
い
て
も
助
成
の
対
象

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

西
佳
皿
乳
児
医
療
員
助
成
金

支
給
条
例
の
一
部
改
正

山
梨
県
乳
児
医
療
費
補
助
金

交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

乳
児
疾
病
の
医
療
費
の
助
成
対

象
年
齢
が
満
一
歳
か
ら
満
三
歳

と
す
る
改
正
で
あ
る
。

　
使
用
上
の
規
律
等
を
も
っ
て

条
例
と
す
る
も
の
で
あ
る
む

問
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

使
用
料
一
人
五
百
円
の
徴
収
目

的
は
な
に
か
凸

答
　
給
食
の
食
事
材
料
代
、
訓

練
用
の
軽
作
業
の
材
料
代
、
入

浴
サ
ー
ピ
ス
の
シ
ャ
ン
プ
ー
代

等
に
充
て
ら
れ
る
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

一
人
百
円
は
、
ど
の
よ
う
な
場

合
徴
収
す
る
の
か
。

答
　
検
診
で
お
呼
び
す
る
場
合

は
無
料
で
あ
る
。
個
人
が
会
議

で
使
用
す
る
時
な
ど
に
使
用
料

を
い
た
だ
く
場
合
も
あ
る
。
た

だ
し
減
免
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
の
で
、
町
民
か
ら
の
使
用
料

徴
収
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

問
　
家
庭
の
事
情
で
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
年
寄
り
を

預
け
る
場
合
の
サ
ー
ビ
ス
は
。

答
　
現
在
対
象
者
は
四
十
六
名

な
の
で
、
対
象
者
が
実
際
に
利

用
で
き
る
の
は
一
週
問
に
一
回

な
い
し
一
一
回
で
あ
る
。
利
用
の

際
に
は
午
前
九
時
に
は
迎
え
に

う
か
が
い
、
午
後
一
二
時
に
は
家

庭
に
お
送
り
す
る
。

利
用
者
の
事
故
に
対
す
る

　
　
　
緊
急
時
の
対
応
は

問
デ
イ
サ
ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
者
の
万
が
一
の
事
故
が
心

配
で
あ
る
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

緊
急
時
の
対
応
は
。

答
　
施
設
受
け
入
れ
の
際
、
診

断
書
、
意
見
書
等
に
よ
り
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
帰
宅
の
際
、

再
度
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
。

さ
ら
に
保
健
婦
及
び
医
師
と
の

運
携
を
取
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
緊
急
時
に
は
富
士
五
湖
消
防

と
の
連
絡
を
密
に
行
う
。

【
審
竃
案
件
【

　
案
例
一
四
件

◎
議
案
－
　
西
桂
町
災
害
対
策
本

　
部
条
例
の
一
部
改
正

◎
議
案
２
西
桂
町
母
子
家
庭
医

　
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

◎
議
案
３
西
桂
町
乳
児
医
療
費

　
助
成
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

◎
議
秦
４
西
桂
町
い
き
い
き
健

　
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管

　
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
制
定

［
議
決
案
件
］
三
件

◎
議
案
５
　
工
事
謂
負
契
約
締
結

　
事
項
の
変
更
（
西
桂
町
健
康
管

　
理
セ
ン
タ
ー
建
設
主
体
工
事
）

◎
議
案
６
　
工
事
請
負
契
約
締
結

　
事
項
の
変
更
（
西
桂
町
健
康
管

　
理
セ
ン
タ
ー
電
気
設
備
工
事
）

◎
議
案
７
　
工
事
請
負
契
約
締
繕

　
事
項
の
変
更
（
西
桂
町
健
康
管

　
理
セ
ン
タ
ー
機
械
設
備
工
事
）

Ｈ
予
算
］
十
二
件

◎
議
案
８
　
平
成
七
年
度
西
桂
町

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
二
号
議
定

◎
譲
案
９
　
平
成
七
年
慶
西
桂
町

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

三
号
議
定

◎
議
案
１
０
　
平
成
七
年
度
西
桂
町

　
老
人
保
健
法
特
別
会
計
補
正
予

　
算
三
号
議
定

◎
議
案
ｕ
　
平
成
七
年
度
西
桂
町

　
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事

　
業
特
別
会
計
補
正
予
算
二
号
議
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と

　
主
な
歳
出
で
は
、
基
盤
整
備

の
道
路
体
系
経
費
と
し
て
一
億

二
千
三
七
七
万
円
、
環
境
整
備

で
は
主
に
防
災
対
策
と
し
て
、

六
千
六
六
七
万
二
千
円
の
計
上
、

福
祉
の
充
実
で
は
一
億
八
二
二

万
五
千
円
の
計
上
で
あ
る
。

　
生
活
基
盤
整
備
の
た
め
区
か

ら
の
要
望
事
項
に
対
す
る
事
業

執
行
で
は
、
公
共
性
に
重
点
を

置
き
予
算
計
上
し
た
。

問
総
務
管
理
費
の
中
で
、
町

が
借
り
受
け
て
い
る
公
共
用
地

の
賃
借
料
の
金
額
に
ば
ら
つ
き

が
見
ら
れ
る
。
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
中
で
賃
借
料
を
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
公
共
用
の
土
地
に
つ
い

て
は
、
借
地
の
も
の
は
買
収
す

る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

答
　
基
本
的
に
は
個
別
に
契
約

を
結
び
、
賃
借
料
は
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
全
体
の
賃
借
料
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。
今
後
の
用
地
確
保
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
買
収
に

よ
り
行
い
た
い
。

国
民
年
金
口
座
振
薔
と

　
　
　
　
婦
人
会
の
役
割
は

問
　
国
民
年
金
が
平
成
八
年
度

よ
り
口
座
振
り
込
み
に
移
行
す

る
に
伴
い
、
婦
人
会
の
役
割
は

こ
れ
ま
で
の
集
金
業
務
か
ら
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
　
婦
人
会
集
金
組
織
加
入
者

に
つ
い
て
は
、
婦
人
会
に
口
座

振
替
移
行
の
た
め
の
勧
奨
業
務

を
お
願
い
し
、
未
組
織
年
金
加

入
者
に
対
し
て
は
口
座
振
替
加

入
促
進
業
務
を
お
願
い
す
る
。

　
こ
の
た
め
婦
人
会
へ
の
補
助

学
校
週
五
目
制
の
早
期
完
全

　
　
実
施
を
求
め
る
意
見
８

　
学
校
週
五
日
制
実
施
に
む
け

て
、
教
育
委
員
会
で
は
「
西
桂

町
学
校
週
五
日
制
研
究
協
議
会

設
立
事
務
を
進
め
て
い
る
」
と

の
こ
と
で
あ
り
、
議
会
側
も
学

校
週
五
日
制
に
関
し
て
、
前
向

き
な
対
応
を
教
育
委
員
会
に
対

し
今
後
も
求
め
て
い
く
。
以
上
、

議
会
と
し
て
意
見
書
提
出
は
採

択
す
べ
き
と
考
え
る
。

金
は
こ
れ
ま
で
同
様
、
交
付
予

定
で
あ
る
。

問
　
現
在
商
工
会
で
は
、
共
同

店
舗
建
設
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
今
後
の
町
の
支
援

態
勢
に
つ
い
て
は
。

答
　
町
と
し
て
は
基
本
的
に
自

助
努
力
を
期
待
し
て
い
る
。
将

来
店
舗
予
定
地
が
自
助
努
力
に

よ
り
確
保
で
き
た
な
ら
ば
、
町

平成８年度

般会計当初予算性質別内訳表 （単位：千円）

普通建設事業費＼

　　　４２３ ，１８１

と
し
て
道
水
路
の
整
備
等
、
周

辺
環
境
の
整
備
に
協
力
し
た
い
。

間
　
中
学
校
費
に
耐
震
耐
力
度

診
断
検
査
委
託
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
先
の
地
震
に
よ
り
校

舎
が
心
配
で
あ
る
。
一
刻
も
早

い
事
業
執
行
を
。

答
　
予
算
が
可
決
さ
れ
れ
ば
、

四
月
に
で
も
実
施
し
た
い
。

計ムロ

１，７２５
百万円

物件費３６７ ，６３Ｃ
公債費１３３ ，１５４

扶助費６７ ．３９５補助費等２２６ ，９０６

定
◎
議
案
１
２
　
平
成
七
年
度
西
桂
町

　
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
二

議
定

◎
議
案
１
３
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
一
般
会
計
予
算
議
定

◎
議
案
ｕ
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
定

◎
議
案
”
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
議
定

◎
議
案
１
６
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
老
人
保
健
法
特
別
会
計
予
算
議

　
定
◎
議
案
１
７
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
事

　
業
特
別
会
計
予
算
議
定

◎
議
案
１
８
　
平
成
八
年
度
西
桂
町

　
下
水
道
特
別
会
計
予
算
議
定

◎
議
案
”
　
平
成
七
年
度
西
桂
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算
五
号
議
定

葵
護
三
件

◎
発
議
５
　
　
「
掌
校
週
五
日
制
」

　
の
早
期
完
全
実
施
を
求
め
る
意

　
見
書
＾
案
）
の
提
出

◎
発
議
－
　
新
た
な
「
食
料
・
農

　
業
・
農
村
基
本
法
の
制
定
」
に

　
関
す
る
意
見
書
＾
案
）
の
提
出

◎
発
議
２
　
地
方
分
権
の
推
進
に

　
関
す
る
意
見
書
＾
案
）
の
提
出



平成７年度各会計補正予算

．
碑
・

、
〉
．

．
宜
．
．
．
ぐ

福正後の予算総頷

支　出　金

産　収入
　付　　金

　入　　金

　収　　入

　　　債
　　　計

（単位：千円〕

財　源
　　２５ ．１００

　　７ ．５００

　　３ ，ＯＯ０

　　２ ，ＯＯ０

　　９９ ．９９７

　　　４９９

　　　３７５

　　６ ，６６５

　△１ ，Ｏ１３

　　１ ，３９８

　△１ ，１７２

　△２８ ，６００

△１６７ ，ＯＯＯ

　△２ ，６３２

　△４１ ，伽

　△９５ ，２８３

ａ２１７７９４干円

｛単位１千円）

お　　も　　な　　使　　い み　　ち

総　務　費

民　生　費

衛　生　費

農林水産業費

土　木

消　防

教　育

合　　　計

公民館用地購入等△２８ ，６０１、 総務管理費△９ ，８５５

徴税費△ｌ１Ｏ、選挙費△１３０、統計調査費△７６７

監査委員費△１５４

国保会計繰出金１ ，Ｏ０４、老保会計繰出金△６２７２

社会福祉費△５５０９、児童福祉費△２５９

簡水会計繰出金１０ ，３９５、保健施設建設費△７４，２５０

保健衛生費△７６ヨ、清掃費２ ，６７１

農業費△２ ，９７２、農林費△６ ，６６６

下水会計繰出金２ ，６９５、土木管理費△４，０９４

道路橋りょう費△３ ，１００、河川費△５ ，２８８

入田団地駐車場等用地３０，１６３、住宅費△１ ，０３５

西桂分遣所用地１５ ，７９５、その他消防費△２ ，９２０

教育委員会費△４６８、小学校費△１ ，伯５

中学校費△１ ，４０３、社会教育費△４８８

保健体育費△１４５７

△３９ ，６１７

△１１ ，０３６

△６１ ，９４７

△９ ，６３８

１９ ，３４１

１２ ，８７５

△５ ，２６１

△９５ ，２８３

平成７年度 特別会計福正予算
｛単位：千円〕

会　　計　　名

国民健康保険第２号

簡易水道第３号

老人保健法第３号

グり一ンセンター第２号

下水道第２号

補正額
△４ ，４ＩＯ

１０ ，５４４

△１３ ，２３６

△３ ，１３６

５０ ，０９５

予算総額

３１７５７０

ｌ０１ ，３２５

２３９ ，７０１

３１５９７

１３７ ，７９１

おもな使いみち
徴税費△５４６、保険給付費 ・老人保健拠出△２ ，９７２、保健施設費△８９２

水源地用地買戻分１６ ，０５０、管理費８８７、維持費△１５７、改良費△６ ，２３６

医療給付費△１４ ，２７８、医療費支給費１ ，０４０、審査支払手数料２

総務費△６８２、グリーンセンター事業費△７３５、水販売事業費△１ ，７１９

流域下水道負担金５２ ，０１８、下水道管理費△１ ，９２３

葦＝

一
．
曄
　
．

　
　
　
の

　
　
　
後

．
．
、
．
．
．
正

　
　
　
福

一
；

■

．
弾
・
」
．

６
日

ー
ユ
日

１
３
日

２ユユ９

日日

２
２
日

２
５
日

議
会
運
営
委
員
会

＾
運
営
方
法
決
定
）

本
会
議
開
会

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

査
報
告
（
事
務
調
査
事
項
）

町
長
所
信
表
明
・
町
長
提
　
一

案
理
由
一
括
説
明

（
議
案
一
－
十
八
一

常
任
委
員
会
付
託

本
会
議
散
会

連
合
審
査
会

＾
付
託
議
案
審
議
）

建
設
文
教
委
員
会

一
事
務
調
査
一

総
務
委
員
会
＾
事
務
調
査
一

本
会
議
再
開

付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
一
議
案
一
－
十
一
）

質
疑
・
討
論
・
採
決
　
　
一
２
７
日

一
す
べ
て
可
決
一

付
託
議
案
建
設
文
教
委
員
．
２
８
日

長
報
告
（
議
案
十
二
〕

質
疑
．
討
論
．
採
決

一
す
べ
て
可
決
一

町
長
追
加
提
案
理
由
説
明
　
一

一
議
案
十
九
一

総
務
委
員
会
付
託

本
会
議
散
会

連
合
審
査
会

（
付
託
議
案
審
議
）

議
会
運
営
委
員
会

（
運
営
方
法
変
更
決
定
〕

本
会
議
再
開

付
託
議
案
総
務
委
員
長
中
　
一

間
報
告
一
議
案
士
一
了
十

七
、
十
九
一

付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

長
中
問
報
告
一
議
案
十
八
〕

会
期
延
長
（
二
十
八
旦

委
員
会
付
託
案
件
に
対
す

る
審
査
期
限
を
つ
け
る
件

＾
一
一
十
八
日
九
時
ま
で
）

本
会
議
休
憩

建
設
文
教
委
員
会

（
付
託
議
案
審
議
〕

本
会
議
再
開

付
託
議
案
建
設
文
教
委
員

長
報
告
（
議
案
十
八
、
発
議
五
）

質
疑
・
討
論
・
採
決

一
す
ぺ
て
可
決
一

議
員
提
案
＾
発
議
一
）

質
疑
・
討
論
・
採
決
＾
可
決
一

本
会
議
散
会

総
務
委
員
会

一
付
託
議
案
審
議
〕

本
会
議
再
開

付
託
議
案
総
務
委
員
長
報

告
＾
議
案
十
＝
丁
十
七
、

十
九
一

質
疑
・
討
論
・
採
決

一
す
べ
て
可
決
一

議
員
提
案
（
発
議
二
〕

質
疑
・
討
論
・
採
決
（
可
決
〕

一
般
質
問
（
勝
俣
隆
幸
議

員
、
高
尾
活
弍
議
員
、

永
田
富
幸
議
員
）

閉
会
中
の
委
員
会
継
続
調

査
議
決
＾
事
務
調
査
事
項
）

本
会
議
閉
会



３月定例会 ・一般質問
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三
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１
■
二

コ
ロ
ｏ
纈
は
財
政
的
に
兄
合
わ
せ
た
い

口
日
の
０
８
ば
他
の
方
簑
で
対
匝
す
る

高
尾
活
弍
　
議
員

質
問
　
超
高
鮮
化
社
会
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
医
療
施
策
は
も

と
よ
り
、
自
已
に
よ
る
健
康
管

理
の
理
念
普
及
も
急
務
で
あ
ろ

う
。
町
民
各
自
が
温
泉
を
利
用

し
、
常
に
健
康
保
持
に
努
め
て

も
ら
う
施
策
、
一
方
町
民
の
温

か
い
ふ
れ
あ
い
運
動
の
展
開
の

一
助
と
し
て
光
あ
る
町
創
り
の

確
立
に
役
立
つ
と
思
う
。

　
活
・
活
西
桂
建
設
の
一
環
と

し
て
観
光
施
策
に
よ
る
町
お
こ

し
の
目
玉
と
す
る
展
望
、
こ
と

に
温
泉
は
三
ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
シ
ｉ
ズ
ン
オ
フ
の
活

用
、
事
業
の
充
実
に
な
る
。

　
次
、
温
泉
掘
削
に
よ
る
湧
出

状
況
に
も
よ
る
が
、
小
型
タ
ン

ク
車
で
各
戸
へ
お
湯
の
宥
料
配

分
を
計
画
に
入
れ
る
事
も
一
策

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
近
隣
市
町
村
で
は
既
に
実
施

し
て
そ
の
成
果
を
上
げ
て
お
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
一
一
一
月

十
八
日
に
は
御
坂
町
で
掘
削
を

議
決
し
た
と
い
う
報
遵
が
、
ま

た
二
十
二
日
に
は
丹
波
山
村
で
、

四
十
五
度
、
毎
分
三
百
リ
ッ
ト

ル
の
お
湯
が
湧
出
し
て
い
る
と

の
報
道
も
聞
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
長
重

点
施
策
・
長
期
計
画
の
中
で
温

泉
掘
削
の
お
考
え
が
あ
る
か
ど

う
か
、
ご
所
見
を
伺
う
。

匁
＝
弁
　
町
長

　
温
泉
に
つ
い
て
は
、
西
桂
町

で
も
湧
出
の
可
能
性
が
何
ヶ
所

か
有
る
と
い
う
こ
と
で
、
温
泉

掘
削
業
者
二
社
ほ
ど
が
、
過
去
、

事
業
の
打
診
を
し
て
き
た
経
緯

が
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ｉ

周
辺
で
も
湧
出
す
る
可
能
性
は

大
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
現
在
、
近
隣
市
町
村
の
一
部

で
は
、
ヒ
ッ
ト
ア
ン
ド
ペ
イ
方

式
と
い
う
、
温
泉
が
湧
出
す
れ

ば
、
一
億
三
千
万
円
、
湧
出
し

な
け
れ
ば
・
三
千
万
円
ほ
ど
を

負
担
す
る
契
約
で
掘
削
を
試
み
、

み
ご
と
に
堀
り
当
て
て
い
る
の

が
状
況
で
あ
る
。

　
西
桂
町
で
も
温
泉
の
掘
削
を

試
み
る
と
、
か
か
る
経
費
は
、

掘
削
料
一
億
三
千
万
円
、
深
さ

に
も
よ
る
が
ポ
ン
プ
・
電
気
設

備
等
を
設
置
五
千
万
円
、
特
殊

管
挿
入
で
三
千
万
円
、
合
計
二

億
一
千
万
円
位
を
必
要
と
し
、

更
に
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に

な
る
と
、
施
設
費
用
五
億
円
、

総
計
約
七
億
円
か
ら
八
億
円
の

費
用
が
必
要
と
思
わ
れ
る
亡

　
ま
た
、
温
泉
を
掘
削
し
た
町

村
も
、
「
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
て

困
る
」
と
い
う
話
し
で
あ
り
、

一
部
の
町
村
で
は
、
「
温
泉
は
掘

削
し
た
け
れ
ど
も
施
設
の
建
設

ま
で
は
、
現
状
手
が
ま
わ
ら
な

い
」
と
聞
い
て
い
る
。

　
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
今
立
て
直
し
と

い
う
か
、
頑
張
る
よ
う
に
申
し

付
け
て
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。平成８年４月完成 ・秋山村の温泉施設

　
ま
た
、
各
戸
に
対
す
る
温
泉

の
有
料
配
分
に
つ
い
て
は
、
温

泉
が
出
た
な
ら
ば
車
で
宅
配
す

る
事
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
時
期
が
熟
し
た
ら
実
施

し
て
い
く
と
い
う
事
で
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

西
桂
町
の
財
政
規
模
か
ら
は
無

理
が
あ
り
、
現
状
見
合
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ご
指
摘
い

た
だ
い
た
温
泉
掘
削
の
趣
旨
で

あ
る
町
民
の
健
康
保
持
、
あ
る

い
は
、
ま
ち
お
こ
し
と
い
う
考

え
方
は
尊
重
し
、
い
き
い
き
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
活
用
、
三

ツ
峠
周
辺
整
備
事
業
等
、
他
の

方
策
を
用
い
て
対
応
し
た
い
。

質
間
　
運
用
の
仕
方
に
よ
っ
て

は
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
在

あ
る
施
設
を
活
用
し
て
と
い
う

形
も
考
え
ら
れ
る
で
は
な
い
か
。

町
民
の
中
に
も
温
泉
を
と
の
要

望
も
か
な
り
聞
い
て
い
お
り
、

前
向
き
に
検
討
を
願
い
た
い
。

依
口
弁
　
町
長

　
健
康
管
理
面
、
観
光
面
か
ら

も
温
泉
は
非
常
に
欲
し
い
と
は

思
う
が
、
今
の
と
こ
ろ
財
政
面

か
ら
、
見
合
わ
せ
て
い
る
。



３月定例会 ・一般質問　８

　
　
　
　
勝
俣
隆
幸
　
議
員

質
間
　
自
主
防
災
組
織
資
機
材

等
緊
急
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

志
村
金
物
店
か
ら
依
頼
さ
れ
一

般
質
問
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

町
で
は
西
発
百
五
十
号
、
平
成

八
年
二
月
二
十
九
日
付
け
、
見

積
書
提
出
に
つ
い
て
を
志
村
金

物
店
に
通
知
し
て
い
る
。
こ
の

見
積
り
合
わ
せ
に
は
限
度
額
が

あ
る
の
か
、
ま
た
完
成
品
で
あ

る
か
ら
晶
物
に
つ
い
て
は
町
は

指
定
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
業
者
か
ら
は
「
サ
ー
ピ
ス
本

位
に
誰
に
も
負
け
な
い
お
値
段

を
入
れ
た
が
、
通
知
が
無
か
っ

た
」
と
い
う
苦
情
が
あ
っ
た
。

　
ど
う
い
う
金
額
で
あ
っ
た
の

か
、
ま
た
ど
う
い
う
考
え
で
志

村
さ
ん
が
納
得
で
き
な
い
の
か
、

そ
の
点
お
聞
き
し
た
い
。
ま
た

決
定
は
町
長
で
あ
っ
た
の
か
。

　
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
ど

う
も
町
長
の
尺
度
と
町
民
感
覚

の
尺
度
と
は
か
け
離
れ
、
決
定

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。
町
民

の
た
め
に
、
正
し
い
こ
の
防
災

の
見
積
り
合
わ
せ
が
さ
れ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
明
快
な
答
弁

を
求
め
た
い
。

答
弁
　
町
長

　
白
主
防
災
組
織
資
機
材
等
緊

急
整
備
事
業
は
、
自
主
防
災
組

織
が
使
用
す
る
防
災
資
機
材
を

整
備
す
る
事
業
で
あ
る
。

　
町
は
平
成
七
年
十
二
月
十
五

日
県
に
補
助
金
交
付
申
請
を
行

い
、
県
の
補
助
金
交
付
決
定
通

知
を
平
成
八
年
二
月
二
十
七
日

に
受
理
し
た
。
平
成
八
年
二
月

二
十
九
日
、
六
社
に
対
し
見
積

書
の
提
出
を
依
頼
し
た
。

　
今
回
自
主
防
災
組
織
に
整
備

す
る
資
機
材
は
、
救
急
マ
ッ
ト
、

懐
中
電
灯
、
防
水
シ
ー
ト
、
ス

コ
ツ
プ
、
ジ
ョ
レ
ン
、
ツ
ル
ハ

シ
、
ハ
ン
マ
ー
、
大
エ
セ
ッ
ト
、

工
具
セ
ッ
ト
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
、

発
電
機
で
、
種
類
及
び
メ
ー
カ

ー
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
業

者
へ
資
機
材
を
指
示
す
る
仕
様

書
は
相
当
品
と
し
た
。

　
災
害
発
生
時
に
使
用
す
る
事

な
ど
を
考
慮
し
、
メ
ー
カ
ー
等

も
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い

る
物
晶
、
重
要
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
発
電
機
を
中
心
に
、

総
含
的
視
野
に
立
っ
て
、
業
者

決
定
を
し
た
。
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
の
関
係
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
完
成
品
で
あ
り
、

見
積
金
額
に
差
が
あ
っ
た
が
、

よ
り
良
い
も
の
を
選
ん
だ
。

　
そ
の
発
電
機
で
あ
る
が
、
値

引
き
率
に
つ
い
て
、
契
約
業
者

は
二
十
八
・
八
一
％
、
志
村
金

物
店
二
十
六
・
七
二
％
、
他
は

○
・
六
七
％
、
一
一
・
九
五
％
、

十
・
九
二
％
、
二
十
四
・
〇

三
％
と
い
う
率
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
志
村
金
物
店
か
ら
の

見
積
の
中
で
は
、
役
場
で
要
求

し
た
オ
プ
シ
目
ン
が
付
い
て
な

い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
判
定
の
し
よ
う
が
な
い
。

町
で
も
悩
ん
で
こ
の
点
を
今
反

省
を
し
て
い
る
が
、
今
度
か
ら

担
当
課
に
指
示
し
て
「
全
部
メ

ー
カ
ー
を
入
れ
て
入
札
し
た
方

が
い
い
か
な
」
と
い
う
事
も
考

え
た
が
、
職
員
の
事
務
量
は
膨

大
な
も
の
に
な
る
。
日
数
を
か

け
て
の
資
料
収
集
が
困
難
で
あ

り
、
総
合
的
な
判
断
で
決
定
し

た
。　

そ
れ
と
契
約
業
者
は
、
金
額

が
四
十
万
円
程
高
く
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
が
、
各
商
品
が
一
流

の
物
と
い
う
こ
と
で
受
け
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
血

質
間
　
志
村
金
物
店
は
「
町
の

指
定
す
る
ホ
ン
ダ
の
発
電
機
、

容
量
、
型
、
そ
の
指
定
を
さ
れ

た
物
で
見
積
り
を
入
れ
た
」
と
、

ま
た
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も

「
町
の
職
員
と
何
回
か
打
ち
合
わ

し
て
、
町
の
求
め
る
も
の
を
入

れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

　
見
積
書
が
町
と
同
じ
考
え
方

で
行
っ
て
い
る
の
に
、
四
十
万

七
千
八
十
円
違
う
の
は
、
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
。
私
の
調

査
で
は
、
六
社
の
見
積
金
額
の

中
で
低
い
方
か
ら
五
番
目
が
契

約
業
者
で
、
一
番
低
い
の
が
志

村
金
物
店
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
尺
度
で
活
・
活
行

政
を
進
め
て
い
た
ら
本
当
に
町

民
は
信
頼
を
し
ま
せ
ん
よ
。
補

助
金
が
付
い
て
い
た
ら
も
っ
と

し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
、
県
民
・

町
民
・
国
民
の
血
税
で
す
よ
。

答
弁
　
町
長

　
発
電
機
を
み
て
も
、
志
村
金

物
店
五
万
九
千
五
百
円
。
契
約

業
者
七
万
九
千
五
百
円
で
あ
る
。

定
価
か
ら
の
割
引
率
で
判
断
し

た
。
ま
た
緊
急
の
場
合
、
夜
中

で
も
き
て
く
れ
な
け
れ
ば
困
る

か
ら
、
そ
う
い
う
判
断
も
働
い

て
の
決
定
で
あ
る
。
同
じ
も
の

だ
っ
た
ら
確
か
に
安
い
方
を
選

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
業
者

は
ど
こ
も
み
ん
な
違
っ
て
い
た

の
で
、
総
合
的
な
判
断
で
発
注

を
か
け
た
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
血

　
オ
プ
シ
ョ
ン
は
投
光
機
の
他

に
レ
ギ
ュ
レ
ｉ
タ
ｉ
、
カ
ｉ
ト

リ
ッ
ジ
、
シ
ョ
ル
ダ
ー
ベ
ル
ト
、

カ
ー
用
品
、
そ
れ
に
発
電
機
に

使
え
る
工
具
を
セ
ッ
ト
で
備
え

る
と
い
う
こ
と
で
、
各
区
で
緊

急
事
態
が
起
き
た
場
合
、
戸
惑

わ
な
い
よ
う
な
配
慮
も
考
え
た
。

質
問
　
サ
ー
ビ
ス
と
か
修
理
と

い
っ
て
も
成
り
立
た
な
い
。
今
、

役
場
に
い
る
職
員
の
中
に
は
、

整
備
士
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
も
持
っ

て
い
る
者
も
い
る
。
ホ
ン
ダ
は

山
梨
県
で
し
っ
か
り
と
サ
ー
ビ

ス
部
門
を
ひ
い
て
整
備
工
場
を

も
っ
て
お
り
、
瞬
時
に
駆
け
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
配
し
て
い
る
。
緊
急
の
場

合
、
必
ず
間
に
合
う
で
あ
ろ
う
。

　
何
回
と
志
村
金
物
店
が
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
し
て
薄
利
多
売
、
町

の
た
め
に
と
言
う
こ
と
で
や
っ

て
い
る
。
発
電
機
の
機
種
を
中

心
に
オ
プ
シ
目
ン
も
考
え
て
サ

ー
ビ
ス
も
考
え
て
い
っ
た
も
の

は
全
て
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
し
っ
か
り
答
弁
を
。

答
弁
　
町
長

　
こ
れ
は
機
種
が
違
う
。
ま
た

オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
い
て
い
る
と

い
う
が
、
志
村
金
物
店
に
は
先

程
言
っ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
が
四
つ

と
も
付
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
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質
問
　
西
桂
町
農
業
振
興
地
域

整
備
促
進
協
議
会
（
以
下
、
協

議
会
）
は
下
暮
地
尾
尻
地
区
の

優
良
農
地
を
山
角
病
院
建
設
の

た
め
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外

す
る
（
以
下
、
除
外
）
申
講
等

審
議
の
た
め
、
開
催
さ
れ
た
。

協
議
会
で
町
長
は
「
県
の
指
導

も
あ
り
町
内
を
全
域
除
外
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
柿
園
の
水

無
し
地
域
、
下
暮
地
の
尾
尻
地

域
は
、
優
良
農
地
と
し
て
残
し

た
い
。
」
と
述
ぺ
て
い
る
。

　
病
院
用
地
の
除
外
面
積
は
、

協
議
会
及
び
農
業
委
員
会
が
一

部
六
百
坪
と
い
う
答
申
を
出
し

た
が
そ
の
後
、
全
部
除
外
に
変

わ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
私
は

去
年
十
二
月
二
十
三
日
に
、
南

都
留
地
方
振
興
事
務
所
（
以
下
、

振
興
事
務
所
）
で
こ
の
問
題
を

調
べ
た
。
担
当
課
は
「
町
長
が

公
共
性
が
あ
る
と
い
う
事
を
お

っ
し
ゃ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

町
は
福
祉
向
上
に
な
る
と
い
っ

て
誘
致
し
て
い
る
の
か
。

　
岩
田
勝
美
氏
が
水
無
し
地
区

の
除
外
申
請
を
平
成
四
年
十
一

月
十
二
日
に
協
議
会
へ
提
出
、

ま
た
岩
田
忠
雄
氏
も
同
様
に
平

成
五
年
六
月
四
日
に
提
出
し
た
。

個
人
が
何
回
と
出
し
て
も
除
外

さ
れ
な
い
。
医
療
な
ら
除
外
さ

れ
る
の
か
。
伺
い
た
い
。

答
弁
　
町
長

　
協
議
会
よ
り
答
申
を
受
け
、

町
で
は
振
興
事
務
所
と
除
外
に

つ
い
て
協
議
に
入
っ
た
が
、
振

興
事
務
所
の
見
解
は
、
岩
田
勝

美
氏
、
岩
田
忠
雄
氏
の
両
氏
に

つ
い
て
は
「
平
成
六
年
度
に
県

に
お
い
て
現
地
調
査
の
結
果
、

不
許
可
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

事
前
協
議
書
の
対
象
と
は
な
ら

な
い
」
と
、
病
院
用
地
は
協
議

会
で
は
ニ
カ
年
に
分
け
て
除
外

す
る
と
の
答
申
で
あ
っ
た
が
、

「
町
が
半
公
共
性
の
高
い
施
設
と

判
断
す
れ
ば
、
一
度
に
全
部
の

面
積
を
除
外
し
て
も
良
い
の
で

は
」
と
の
事
で
あ
る
。

　
両
氏
に
つ
い
て
、
許
可
と
な

る
よ
う
私
や
振
興
課
職
員
が
、

今
日
ま
で
に
十
数
回
に
渡
り
振

興
事
務
所
と
協
議
し
て
き
た
が
、

事
前
協
議
の
対
象
に
は
な
ら
な

い
と
言
う
こ
と
で
、
お
断
り
を

頂
い
た
。
両
氏
に
対
し
て
は
私

か
ら
事
情
を
説
明
し
、
納
得
済

み
で
あ
る
。
平
成
八
年
度
に
お

い
て
、
除
外
に
関
す
る
特
別
管

理
（
町
内
全
体
の
見
直
し
の
中

で
除
外
す
る
。
例
年
は
申
講
に

基
づ
き
除
外
す
る
■
一
般
管
理
）

が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
中

で
両
氏
申
請
地
が
除
外
と
な
る

よ
う
、
取
り
組
む
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
病
院
建
設
は
町
の
医

療
・
福
祉
の
増
進
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
の
判
断
で
、

ま
た
各
種
団
体
か
ら
も
病
院
は

造
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
依

頼
が
口
頭
で
き
て
い
る
。
し
か

し
誘
致
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
農
業
委
員
会
も
こ
の
件
に

つ
い
て
は
了
解
済
み
で
あ
る
。

質
問
　
尾
尻
地
区
の
公
共
用
地

に
粗
大
ゴ
ミ
を
置
く
事
は
、
優

良
農
地
で
農
業
を
営
む
者
に
影

響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

粗
大
ゴ
ミ
を
一
時
集
積
、
野
放

し
野
ざ
ら
し
に
す
る
こ
と
は
、

猿
が
出
て
来
て
畑
を
掘
り
起
こ

す
。
野
菜
も
食
べ
ら
れ
る
。
カ

ラ
ス
が
来
る
。
こ
れ
で
は
優
良

農
地
か
ら
農
民
も
離
れ
、
荒
れ

野
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

そ
し
て
そ
こ
に
な
ま
も
の
、
ビ

ニ
ｉ
ル
袋
を
捨
て
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
さ
ら
に
カ
ラ
ス
、
猿
と
、

ま
た
現
実
に
来
て
い
る
。
ま
さ

に
農
業
者
の
苦
痛
の
種
を
ま
く

よ
う
な
事
で
あ
る
。

　
提
案
す
る
前
に
農
民
や
地
域

の
人
達
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
、
大
事
で

あ
る
。
尾
尻
公
共
用
地
の
使
用

目
的
を
変
更
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
町
長

　
町
民
の
健
康
福
祉
の
拠
点
と

な
る
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
建
設
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
周
辺
で
粗
大
ご
み
を
集
積

す
る
こ
と
は
、
不
適
当
で
あ
る

と
の
指
摘
が
議
会
よ
り
出
さ
れ
、

平
成
六
年
六
月
に
地
主
よ
り
申

し
出
が
あ
っ
た
尾
尻
の
用
地
を

川
凌
い
等
の
土
捨
て
場
、
粗
大

ご
み
の
取
り
扱
い
場
所
等
に
使

用
す
る
た
め
取
得
し
た
。
今
後

は
不
法
投
棄
防
止
の
た
め
の
フ

ェ
ン
ス
設
置
工
事
と
、
隣
地
と

の
境
界
に
石
積
を
行
い
、
有
効

利
用
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。
利
用
に
お
い
て
、
環
境
を

損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
い
。

　
先
ほ
ど
ご
指
摘
の
「
農
業
を

営
む
者
に
は
カ
ラ
ス
が
き
て
迷

惑
だ
」
と
言
う
事
で
あ
る
が
、

生
ゴ
ミ
は
捨
て
ま
せ
ん
。
ま
た

粗
大
ゴ
ミ
も
カ
ゴ
を
そ
ろ
え
、

そ
の
中
に
入
れ
て
も
ら
い
、
次

の
日
遅
く
と
も
二
日
後
に
は
全

部
業
者
が
持
っ
て
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
カ
ラ

ス
が
来
る
よ
う
な
心
配
は
全
然

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
「
町
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
な
さ
い
」
と
言
う
こ
と
で
あ

る
が
、
町
民
に
聞
い
て
も
「
粗

大
ゴ
ミ
で
は
カ
ラ
ス
が
来
な
い

じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
し
、

中
学
校
の
裏
の
粗
大
ゴ
ミ
置
き

場
を
見
て
も
、
カ
ラ
ス
は
き
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
フ
ェ
ン
ス
を
し
て
生
ゴ
ミ
が

捨
て
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

農
業
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
、
正
し
い
使
い
方
を
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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３月定例会 ・一般質問　１０

問▲
■

ダ
ル
マ
石
か
ら
・
Ｕ
上
豪
で
の

　
　
　
　
三
ツ
｝
８
山
１
の
改
○
工
○
は

大
８
な
工
○
は
口
に
●
８
か
け
６

い
の
８
唖
ぢ
Ｊ
は
８
“
ロ
ー
に
箏
め
３

　
　
　
　
永
田
富
幸
　
譲
員

質
問
　
三
ツ
峠
登
山
は
、
最
近

で
は
安
楽
に
登
れ
る
裏
三
ツ
峠

登
山
が
好
評
の
よ
う
で
あ
る
。

　
西
桂
町
か
ら
の
登
山
者
減
少

の
原
因
と
し
て
、
ダ
ル
マ
石
か

ら
の
登
山
道
の
急
勾
配
、
悪
路

化
が
上
げ
ら
れ
、
危
険
個
所
も

あ
る
。
県
観
光
課
の
ダ
ル
マ
石

頂
上
間
の
全
面
改
修
工
事
か
ら

三
十
有
余
年
が
経
過
し
、
そ
の

後
は
補
修
だ
け
で
あ
る
。

　
ル
ー
ト
を
変
更
し
登
山
道
が

整
備
さ
れ
れ
ば
、
お
年
寄
り
や

子
供
も
気
軽
に
登
る
と
思
う
。

ま
た
裏
三
ツ
峠
か
ら
の
帰
り
の

登
山
者
も
増
え
、
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
利
用
者
の
増
加
、
地
場

産
業
生
産
晶
も
お
土
産
と
な
り
、

町
の
活
性
に
つ
な
が
る
。
ダ
ル

マ
石
か
ら
頂
上
に
か
け
て
の
登

山
道
の
改
修
工
事
を
、
県
の
補

助
を
受
け
進
め
る
考
え
は
あ
る

の
か
、
ご
所
見
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

　
西
桂
町
側
か
ら
の
三
ツ
峠
登

山
者
は
近
年
増
加
の
傾
向
に
あ

り
、
安
心
し
て
登
山
で
き
る
た

め
の
登
山
道
整
備
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
光
橋

ダ
ル
マ
石
間
は
年
次
計
画
で
道

路
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
ダ

ル
マ
石
か
ら
頂
上
に
か
け
て
の

登
山
道
は
国
有
地
で
あ
り
、
県

が
国
に
代
っ
て
管
理
、
所
管
し

て
い
る
状
況
下
に
あ
る
。

　
県
は
、
登
山
道
の
整
備
、
高

山
植
物
の
保
護
等
の
た
め
「
自

然
歩
遣
等
管
理
委
託
」
と
し
て
、

十
万
七
千
円
を
西
桂
町
へ
交
付

し
、
町
で
は
、
そ
の
委
託
金
を

も
っ
て
ダ
ル
マ
石
か
ら
頂
上
を

含
め
た
登
山
道
の
整
備
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
登
山
道
の
整
備
は
、
町
単
の

財
源
で
は
限
界
も
あ
る
の
で
、

多
く
の
事
業
費
が
か
さ
む
工
事

に
つ
い
て
は
、
直
接
県
で
行
う

よ
う
県
に
働
き
か
け
、
同
時
に

委
託
金
の
増
額
や
補
助
金
な
ど

を
要
望
し
、
県
と
と
も
に
美
し

い
三
ツ
峠
の
自
然
・
景
観
を
守

り
な
が
ら
登
山
道
整
備
に
あ
た

り
、
登
山
者
の
安
全
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
先
程
の
「
別
な
ル
ー
ト
を
考

え
た
ら
」
と
言
う
質
問
で
あ
る

が
、
そ
の
点
も
十
分
踏
ま
え
て

県
へ
お
願
い
し
て
い
き
た
い
と

田
心
っ
て
い
る
。

八十八大師先、登山道状況

問▲
■

８
口
市
・
西
憧
０
・
□
士
百
田
市
を

　
竈
ぷ
広
竈
林
１
の
９
胆
に
つ
い
て

”
尻
む
■
と
蘭
８
一
地
元
地
聰
の

寝
艘
を
８
る
申
で
取
り
個
み
た
い

質
間
　
西
桂
町
の
面
積
の
八
十

パ
ｉ
セ
ン
ト
が
山
林
で
あ
る
。

林
道
開
設
に
よ
っ
て
山
林
の
育

成
、
水
資
源
の
確
保
、
森
林
浴

に
よ
る
体
育
の
向
上
、
教
育
文

化
の
活
動
の
場
と
し
て
、
大
い

に
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
大
月
林
務
事
務
所
の
管
内
で

は
、
都
留
市
大
幡
か
ら
笹
子
に

至
る
黒
野
田
林
道
、
西
桂
町
に

隣
接
す
る
湯
の
沢
付
近
ま
で
の

林
道
も
出
来
て
い
る
。
吉
田
林

務
事
務
所
管
内
で
は
裏
三
ツ
峠

の
西
川
林
道
か
ら
新
倉
林
道
ま

で
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
富
士
吉
田
市
、
都
留
市
と
協

議
を
重
ね
広
域
林
道
開
設
の
た

め
の
一
層
の
努
力
は
、
林
業
の

育
成
、
生
活
環
境
、
観
光
等
、

メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

町
民
憩
い
の
森
へ
の
接
点
と
し

て
、
広
域
林
道
を
作
る
お
考
え

は
、
ご
所
見
を
お
伺
い
す
る
。

整備された黒野田林道

広
口
弁
　
町
長

　
林
道
に
つ
い
て
、
町
で
は
ダ

ル
マ
石
付
近
か
ら
、
既
に
開
設

し
て
い
る
新
倉
の
林
道
と
か
大

月
・
宝
間
の
林
道
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
旨
、
大
月
林
務
事
務
所

に
既
に
＝
一
回
ほ
ど
お
話
し
申
し

上
げ
て
あ
る
。
更
に
、
現
在
策

定
さ
れ
て
い
る
「
山
梨
県
地
域

森
林
整
備
計
画
」
に
取
り
込
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
お
願
い
す
る

な
か
で
、
努
力
し
て
い
る
。

　
山
梨
県
で
は
、
東
部
地
域
に

林
業
振
興
を
図
る
目
的
で
、
生

産
、
加
工
、
流
通
と
一
貫
し
た

地
域
材
の
安
定
供
給
基
地
を
造

ろ
う
と
、
大
月
市
初
狩
に
間
伐

材
を
加
工
す
る
プ
レ
カ
ッ
ト
エ

場
を
建
設
中
で
あ
る
。
町
も
負

担
金
を
出
し
て
い
る
。
プ
レ
カ

ッ
ト
エ
場
を
有
効
活
用
す
る
た

め
、
林
道
を
整
備
し
間
伐
材
を

搬
出
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
町
の
林
業
振
興
、
生
活
環
境
、

特
に
観
光
面
か
ら
憩
い
の
森
を

大
い
に
利
用
す
る
た
め
、
防
災

面
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
広

域
林
道
の
開
設
を
各
関
係
機
関

と
十
分
協
議
し
、
検
討
を
重
ね
、

ま
た
合
わ
せ
て
地
元
地
域
の
御

理
解
を
得
る
な
か
で
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
あ
る
。

質
間
　
林
道
と
広
域
林
道
お
け

る
地
元
負
担
金
は
そ
れ
ぞ
れ
ど

の
程
度
で
あ
る
の
か
。

答
弁
　
町
長

　
事
業
主
体
が
県
で
あ
れ
ば
広

域
林
道
は
町
の
負
担
は
な
く
、

国
の
事
業
の
場
合
は
あ
り
ま
す
。

林
道
は
国
庫
補
助
事
業
で
、
こ

の
場
合
、
地
元
負
担
金
が
三

十
％
か
ら
四
十
％
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。



ユユ　意見書可決

　　　　新たな「食料 ・艘業 ・口村暮木法の

　　　　制定」に関する意見■（要旨）

　新たな基本法の制定を早急に確立するため、下記の

事項について、積極的に対処されるよう強く要望しま

す。

１，　食糧自給率の向上、安全な食料の安定的供給を国

　の基本的役割とすること
。

２，　農林水産業のもつ国土 ・環境保全など公益的機能

　を位置付けること 。

３，　農林水産業の振輿による地域経済 ・社会の活性化

　をはかること ｏ

４，　農林水産業の生産基盤と生活基盤を一体的に整備

　すること 。

５，　中山間地域の農林業の振興、所得保障で定住化を

　はかること
ｏ

６，　資源の循環による持続可能な農林水産業をめざす

　こと
。

　以上、地方自治法第９９条第２項の規定により意見

書を提出します 。

　　　　　　　　　　　平成８年３月２５日

　　　　　　　　　　　山梨県南都留郡西桂町議会

　　　　　　　　　　　議　長　　　牛　田　　茂

提出先： 内閣総理大臣

　　平舳年雪蔑畿欝等輔組合

　　歳入歳出総額　１ ，１３６ ，３５５千円

　　（主な歳入内訳）

　　総務費負担金　　　　３３ ，１７０千円

　　　　　｛うち西桂町　　２ ，５３４千円〕

　　企画費負担金　　　　３４ ，７６４千円

　　　　　（うち西桂町　　２ ，Ｏ１６千円）

　　消防費負担金　　　９２３ ，２９１千円

　　　　　（うち西桂町　６５ ，５０７千円）

　　（主な歳出内訳）

　　企画振興費　　　　　３８ ，５１３千円

　　消防総務費　　　　９７７ ，１６５千円

　　　　くうち西桂分遣所関係　４３百万円）

　　消防事業費　　　　　７８ ，１４４千円

　　　　平成８年慶富±五湖広域行政■務組合

　　　　　富＝Ｉ＝五湖 ’；・るさと振臭整偏箏簑

　　　　　　　　特別会計当初予■

　　歳入歳出総額　　　　１９ ，７９９千円

１「学校迦５旦制」の早期完全実施を求める意見書

…
１　平成７年４月より「隔週学校週５日制」が実施され

１ることになりましたが、しかるべく速やかに「学校週

１５日制」を完全実施に移行するよう次の諸施策を採ら

…れるよう求めます
。

…
１ｌ，　「完全学校週５日制」実施についての展望を早期

１　に示し、速やかに「完全学校週５日制」に移行する

…　よう努めること
。

１２，　「完全学校週５日制」を実施するために・現行学

１　習指導要領の抜本的見直し ・改善をし、早期改訂に

１　取り組むこと 。

１３，　「完全学校週５日制」を実施するために必要な諸

１　条件の整備をはかること
。

１　以上、地方白治法第９９条第２項の規定により意見

…書を提出します
。

…

１　　　　　　　　　　平成８年３月２５日

…　　　　　　　　　　山梨県南都留郡西桂町議会

…　　　　　　　　　議　長　　　牛　田　　茂

…提出先：文部大臣、大蔵大臣、自治大臣

…

…

１地方分榊幽＝関する意貼（要旨）

１　現在、地方分権推進委員会において、地方分権推進

１計画作成のための具体的な指針の勧告に関し鋭意検討

１が進められている
。

１　地方への権限委譲、国庫補助金の整理合理化、地方

１税財源の充実など、地方公共団体の総意を踏まえて
、

１年内の出来るだけ早い時期に内閣に対し、具体的な指

１針を勧告されるよう強く要望する
。

１　政府においては、地方６団体の意見書と委員会の勧

１告を最大限に尊重し、速やかに実効ある地方分権推進

１計画を作成のうえ、法の期限内に具体的措置の実現を

１図られるよう強く要望する
。

１　以上、地方自治法第９９条第２項の規定により意見

…書を提出する
。

…　　　　　　　　　　　平成８隼３月２８日

１　　　　 山梨県南都留郡西桂町議会

＝　　　　　　　　　　議長　　牛　田　　茂
１提出先

：

…内閣総理大臣、内閣官房長官、内閣官房副長官（２名）

…自治大臣、自治政務次官、自治事務次官、自治省行政局長

…総務庁長官、総務庁政務次官、総務庁事務次官

…総理府地方分権推進委員会委員長事務局長事務局次長
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総
務
課
概
要
説
明
　
平
成
八
年

三
月
八
日
午
前
八
時
三
十
分
現

在
、
被
害
状
況
は
、
人
的
被
害

な
し
、
住
居
被
害
は
一
部
破
損

一
棟
一
世
帯
二
人
、
小
中
学
校

関
係
は
ニ
ケ
所
、
公
共
土
木
施

設
、
道
路
は
ニ
ケ
所
、
水
道
施

設
の
水
の
濁
り
で
あ
る
。

住
民
課
概
要
説
明
　
三
月
六
目

午
後
十
一
時
三
十
五
分
頃
地
震

発
生
、
七
日
午
前
○
時
三
十
五

分
頃
水
道
水
を
確
認
、
泥
を
抜

く
作
業
を
行
っ
た
が
、
濁
り
が

抜
け
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

　
午
前
六
時
に
防
災
無
線
に
よ

り
給
水
不
能
状
況
の
第
一
報
を
、

一
二
十
分
後
に
第
二
報
を
流
す
。

午
前
七
時
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

配
る
の
が
得
策
と
の
判
断
を
示

し
会
社
に
照
会
、
会
社
よ
り

「
二
万
四
千
本
を
搬
入
す
る
」
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　
午
前
八
時
過
ぎ
役
場
幹
部
会

を
開
き
、
給
水
方
法
は
ペ
ッ
ト

ポ
ト
ル
一
人
二
本
の
配
布
と
決

定
。
九
時
か
ら
一
人
暮
ら
し
老

人
等
へ
配
布
、
九
時
三
十
分
か

ら
は
地
区
の
公
民
館
に
て
全
世

帯
へ
配
布
。

　
十
一
時
三
十
分
頃
、
低
区
の

水
源
は
、
ほ
ぼ
復
旧
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
。
そ
れ
以
降
も
水
の

状
況
確
認
、
水
質
検
査
を
行
っ

た
。
午
後
四
時
三
十
分
過
ぎ
に

は
高
区
も
ほ
ぼ
濁
り
は
取
れ
た

状
況
に
な
っ
た
が
、
グ
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
付
近
は
濁
り
が
見
ら

れ
、
消
防
ポ
ン
プ
車
に
て
泥
は

け
を
行
う
よ
う
団
長
に
要
請
し
、

作
業
を
行
う
。

　
八
日
、
吉
田
保
健
所
か
ら
水

道
水
は
大
丈
夫
と
の
報
告
を
受

け
、
四
時
二
十
分
に
給
水
完
全

復
旧
の
防
災
無
線
を
入
れ
た
。

企
画
課
概
要
説
明
　
三
ツ
峠
グ

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
地
震
と

の
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
宿

泊
棟
受
水
槽
に
ヘ
ド
ロ
が
溜
ま

っ
て
い
た
。

教
育
委
員
会
概
要
説
明
　
Ｙ
Ｌ

○
会
館
は
、
被
害
は
な
し
。

委
員
質
疑
　
被
害
の
把
握
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

総
務
課
回
答
　
六
日
午
後
十
一

時
五
十
分
頃
か
ら
職
員
が
参
集

し
、
報
道
機
関
よ
り
余
震
状
況

の
情
報
を
収
集
し
た
。
そ
の
後

被
害
状
況
の
確
認
の
た
め
、
消

防
車
一
台
、
公
用
車
二
台
で
被

害
状
況
の
確
認
。
道
路
状
況
や

崖
崩
れ
土
砂
崩
れ
の
状
況
に
つ

い
て
深
夜
確
認
を
し
た
。
公
共

施
設
は
、
宿
直
者
よ
り
情
報
収

集
を
行
い
、
民
間
は
、
翌
朝
よ

り
住
民
の
情
報
提
供
に
よ
り
振

興
課
で
調
査
・
対
応
し
た
。

　
被
害
情
報
の
収
集
方
法
に
つ

い
て
は
、
今
後
地
域
防
災
計
画

作
成
の
な
か
で
検
討
課
題
と
し

て
い
き
た
い
。

委
員
指
摘
　
住
民
の
中
に
は
高

区
と
低
区
の
給
水
範
囲
が
分
か

ら
な
い
た
め
、
地
震
で
戸
惑
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
広
報
等
で
、

高
区
と
低
区
の
給
水
範
囲
の
周

知
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

門
箭
寄
聾
蟹
黒
彗
い
ｏ

住
民
課
概
要
説
明
　
現
状
の
水

源
井
戸
の
水
量
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
平
成
十
二
年
度
に
は
不

足
す
る
と
の
事
で
あ
る
。
こ
の

た
め
電
気
探
査
で
水
量
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
憩
い
の
森
付
近

に
水
が
必
要
量
出
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
、
将
来
的
に
水
道
の
水

源
を
一
ニ
ツ
峠
に
移
し
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
掘
削
作
業
等
に
日

数
が
か
か
る
の
で
、
平
成
七
年

度
事
業
を
平
成
八
年
度
に
繰
り

越
し
て
事
業
を
行
う
た
め
、
水

源
井
調
査
業
務
委
託
及
び
上
水

道
の
認
可
申
請
の
繰
越
明
許
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
平
成
八
年

九
旦
二
十
日
ま
で
に
は
事
業
を

終
わ
ら
せ
た
い
と
思
う
。

委
員
質
疑
　
昨
年
の
阪
神
淡
路

大
震
災
の
際
、
水
道
水
源
の
対

応
に
非
常
に
苦
慮
さ
れ
た
場
合

も
一
部
に
は
あ
る
と
思
う
。

　
当
町
は
上
町
の
水
源
を
使
用

し
た
、
吉
田
か
ら
都
留
に
向
か

っ
て
縦
割
り
に
よ
り
給
水
を
し

て
い
る
が
、
三
ツ
峠
に
水
源
を

求
め
、
横
割
り
給
水
も
行
う
こ

と
が
よ
い
の
で
は
。

住
民
課
回
答
　
当
町
は
地
震
強

化
地
域
な
の
で
、
将
来
的
に
は

憩
い
の
森
の
水
を
横
に
配
管
を

し
、
役
場
の
付
近
ま
で
引
っ
張

り
た
い
。

　
ま
た
憩
い
の
森
か
ら
で
は
、

倉
見
の
天
久
保
、
松
久
保
、
下

暮
地
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
上

な
ど
の
地
域
ま
で
、
水
道
水
が

白
然
流
下
で
上
が
っ
て
い
く
。

委
員
質
疑
　
認
可
事
務
全
般
に

つ
い
て
説
明
願
い
た
い
。

住
民
課
回
答
　
平
成
十
七
年
度

の
推
計
人
口
は
五
千
五
六
〇
人

と
な
っ
て
い
る
。
五
千
人
を
超

え
る
と
認
可
を
受
け
る
際
に
は

上
水
道
と
な
る
。

　
町
で
は
将
来
を
見
す
え
、
三

ツ
峠
の
よ
い
水
を
使
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
認
可
申
請
を
出
し

た
い
と
思
う
。
ま
た
上
水
道
経

営
で
は
、
公
営
企
業
と
し
て
自

立
し
た
経
営
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
事
業
計
画
が
公
営
企
業
と

し
て
一
人
歩
き
が
で
き
る
見
込

み
が
な
い
と
県
の
認
可
が
お
り

な
い
と
思
わ
れ
る
。
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委
員
会
意
見
　
教
育
施
設
の
被

害
箇
所
に
は
、
子
ど
も
が
近
寄

る
可
能
性
が
あ
り
大
変
危
険
で

あ
る
。
早
期
に
改
善
を
さ
れ
る

よ
う
望
む
。

教
育
委
員
会
概
要
説
明
　
小
学

校
の
被
害
状
況
は
、
食
堂
等
天

井
四
ケ
所
破
損
、
食
堂
等
の
ガ

ラ
ス
の
亀
裂
二
枚
で
あ
る
。
プ

ｉ
ル
網
ガ
ラ
ス
一
一
十
枚
が
割
れ
、

ガ
ラ
ス
枠
、
五
ケ
所
ほ
ど
曲
が

っ
て
い
る
。
体
育
館
は
蛍
光
灯

一
個
落
下
、
ガ
ラ
ス
七
枚
破
損

で
あ
る
。
教
室
用
時
計
が
二
個

落
下
、
新
校
舎
の
内
壁
、
外
壁

に
亀
裂
、
渡
り
廊
下
つ
な
ぎ
部

分
に
若
干
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
。

中
学
校
の
被
害
状
況
は
、
校
舎

内
壁
に
亀
裂
、
正
面
玄
関
入
り

ロ
ガ
ラ
ス
が
一
枚
亀
裂
、
時
計

が
一
個
破
損
し
て
い
る
。
体
育

館
は
、
ガ
ラ
ス
三
枚
に
亀
裂
、

剣
道
場
天
井
、
一
カ
所
落
下
、

時
計
一
個
落
下
、
蛍
光
灯
カ
バ

ー
五
個
落
下
し
て
い
る
。

　
教
育
委
員
会
の
対
応
は
、
小

地震被害を受けた小学校食堂

中
学
校
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
ガ
ム
テ
ー
プ
を
貼
る
な
ど

の
応
急
的
な
安
全
策
を
と
り
、

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
早
急
な

使
用
も
な
い
た
め
、
県
の
指
導

に
よ
り
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
し

て
あ
る
。
校
舎
は
、
尊
門
家
か

ら
「
こ
の
状
態
で
使
用
し
て
も

危
険
で
は
な
い
」
と
の
報
告
を

得
た
の
で
、
授
業
は
平
常
ど
お

り
行
っ
て
い
る
。

振
興
課
概
要
説
明
　
公
共
施
設

で
は
四
ケ
所
道
水
路
が
崩
れ
た
。

ま
ず
柿
園
か
ら
倉
見
に
渡
る
大

橋
線
の
と
こ
ろ
約
十
ｍ
道
路
に

亀
裂
が
入
っ
た
。
倉
見
の
簑
和

田
線
で
は
、
町
道
の
石
積
の
上

に
個
人
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
建
て

て
あ
り
、
危
険
と
い
う
こ
と
で

調
査
を
し
た
。
上
町
の
山
の
神

前
の
里
道
で
は
約
六
ｍ
ほ
ど
崩

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

既
に
町
の
予
算
で
復
旧
を
し
て

あ
る
。
柿
園
地
区
で
石
積
が
一

ケ
所
崩
れ
た
が
、
既
に
応
急
処

置
を
し
て
復
旧
済
み
で
あ
る
。

　
ま
た
町
内
の
田
石
積
が
崩
れ

た
箇
所
が
五
ケ
所
ほ
ど
あ
る
。

そ
の
う
ち
四
ケ
所
は
、
個
人
で

積
む
と
い
う
こ
と
で
了
解
を
得

ｎ
中
義
襲
肇
工
冒
つ
讐
〕

委
員
質
疑
　
中
学
校
前
踏
切
拡

幅
、
二
箇
所
の
遮
断
機
設
置
、

グ
ラ
ン
ド
前
町
道
拡
幅
丁
事
の

完
成
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
。

振
輿
課
回
答
　
平
成
八
年
度
予

算
に
計
上
し
て
お
り
、
今
の
段

階
で
は
今
年
の
七
月
末
ま
で
に

は
三
ツ
峠
駅
構
内
の
遮
断
機
、

忠
魂
碑
前
の
遮
断
機
、
そ
れ
か

ら
中
学
校
前
踏
切
の
拡
幅
、
そ

し
て
中
学
校
校
庭
前
の
遂
路
拡

幅
は
完
成
の
予
定
で
あ
る
。

委
員
質
疑
　
国
道
か
ら
の
入
り

口
に
つ
い
て
は
、
吉
田
方
面
か

ら
左
折
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

曲
が
り
に
く
い
と
思
う
。
電
柱

の
移
動
、
隅
き
り
の
用
意
は
あ

て
い
る
。
残
り
一
ケ
所
に
つ
い

て
は
、
災
害
の
対
象
と
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

委
員
指
摘
　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

五
と
い
う
大
き
な
地
震
で
は
あ

る
が
、
教
室
の
掛
時
計
が
落
ち

る
と
い
う
の
は
設
置
方
法
に
問

題
が
あ
っ
た
の
で
は
。
時
計
の

設
置
に
関
し
て
は
十
分
に
配
慮

を
願
い
た
い
。

る
の
か
。

振
興
課
回
答
　
電
柱
に
つ
い
て

は
消
防
法
の
関
係
で
「
ス
タ
ン

ド
の
屋
根
に
は
電
線
を
か
け
て

は
い
け
な
い
」
い
う
指
導
が
あ

り
、
こ
の
た
め
下
げ
ら
れ
る
の

が
一
・
一
一
一
ｍ
ま
で
で
あ
る
。
そ

こ
ま
で
下
げ
る
予
定
で
あ
る
。

隅
き
り
に
つ
い
て
は
二
平
米
く

ら
い
切
ら
し
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
、
地
権
者
よ
り
内
諾
は

得
て
お
り
買
収
で
行
う
。




